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「子育てに関するニーズ調査」ご協力のお願い 

ニーズ調査に関するお問い合わせ先 

鹿児島市 こども未来部 こども政策課 企画係 

〒892-8677 鹿児島市山下町 11 番 1 号 

電 話：099-216-1514 

F A X：099-803-7628 

E-mail：kodo-seisaku@city.kagoshima.lg.jp 

 

市民の皆様におかれましては、平素から市政へのご理解とご協力をいただきまして、ありがとう

ございます。 

 

鹿児島市では、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）に基づく、子ども・子育て支

援新制度の下で、教育・保育・子育て支援の充実を図るため、五年間を一期とする子ども・子育て

支援事業計画を平成 27年 3月に策定し、計画的な給付・事業を平成 27年度から実施しています。 

 

本調査は、次期計画で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を算出するため、

市民の皆さんの教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握

するために行うものです。 

なお、ここで回答していただいた内容は、施設や事業の具体的な利用の可否を確認・決定するも

のではありません。将来の利用希望を変更していただいて構いません。 

ご多用とは存じますが、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

＜子ども・子育て支援新制度とは＞ 

【目的】 

● 急激な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に対応して、子どもや保護者に必要な

支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会を実現することを目的

としています。 

● 地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じて、

保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成長を支援し、

子育てや子供の成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援を目指しています。 

 

【主な内容】 

(1)質の高い幼児期の教育・保育を総合的に提供します。そのため、幼児教育・保育及び家庭に

おける養育支援の一体的な提供の促進を図ります。 

 

(2)保育の量的拡大・確保を行い、待機児童の解消を図り、地域の保育を支援します。 

 

(3)子育ての相談や一時預かりの場などの地域の子育てを充実させます。 

 

資料６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（用語の定義） 

この調査票における用語の定義は以下のとおり 

・幼  稚  園：学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設 

（学校教育法第22条） 

・保  育  所：児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う

施設（児童福祉法第39条） 

・認 定 こ ど も 園：幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、

保育等の総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

・子  育  て：教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援 

・教    育：問７までにおいては家庭での教育を含めた広い意味、問１０以降におい

ては幼児期の学校における教育の意味で用いています 

・幼稚園の預かり保育：通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ 

・小規模な保育施設：国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員概ね 

６～１９人のもの〔鹿児島市には、現在のところありません〕 

・家 庭 的 保 育：保育者の家庭等で、５人以下の子どもを保育する事業 

〔鹿児島市には、現在のところありません〕 

・事業所内保育施設：企業が、主に従業員用に運営する施設 

・ファミリー・サポート・センター：地域住民が子どもを預かる事業 

  

いただいた回答は地域の子育て支援の充実に生かされます 
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問１ お住まいを、「町丁目」及び「小学校区」でご記入ください。 

  例：）山下町○○番    → （町丁目）山下町    （小学校区）名山小学校区 

     ○○１丁目○番○号 → （町丁目）○○１丁目 

町丁目  小学校区           小学校区 

 

 

 

 

 

問２ ご出産予定を、年と月でご記入ください。 

 

 

 

 

問３ この調査票に、ご回答いただく方はどなたですか。 

   お腹の赤ちゃんからみた続柄でお答えください。（当てはまる番号を、〇でお選びください） 

 

 

 

 

問４ 同居されている方についてお聞きします。 

 (1) 同居されている方は、何人ですか。 

                                     人 ⇒一人暮らしの方は、【問５へ】 

 

 (2) 同居されている方すべてに、〇をつけてください。 

   （お腹の赤ちゃんからみた続柄） 

 

 

 

 

 

 

問５  赤ちゃんが誕生後、赤ちゃんをみてもらえる（預かってもらえる）親族・知人はいますか。    

当てはまる番号１つに、〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

問５で、「１」、「２」を選ばれた方にお聞きします。 

 問５-1 みてもらえる（預かってもらえる）方すべてに、〇をつけてください。 

      （お腹の赤ちゃんからみた続柄） 

 

 

 

お住まいの地域についてお聞きします 

ご家族の状況についてお答えください 

平成 （      ）年 （       ）月 

１．父親       ２．母親       ３．その他（               ） 

 

１．父親         ２．母親       ３．祖父        ４．祖母       

５．その他の人（           ）    6．父親が単身赴任中    

７．母親が単身赴任中 

１．日常的に、みてもらえる人がいる 

２．緊急時もしくは用事の際には、みてもらえる人がいる 

３．みてもらえる人はいない 

４．その他（                    ） 
【問６へ】 

１．祖父母   ２．父親のきょうだい  ３．母親のきょうだい  ４．その他の親族 

５．友人・知人 ６．近所の方      ７．その他の方（             ） 
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問６ 赤ちゃん誕生後の子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。 

   また、相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに、〇をつけてください。 

 

 

 

 

問６で、「１．いる／ある」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問６-1 お子さんの子育て（教育含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

     当てはまる番号すべてに、〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、自治体担当者等）から、どのような 

サポートがあればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．いる／ある ⇒【問 8へ】     ２．いない／ない ⇒【問 8へ】 

１．祖父母等の親族           ２．友人や知人      ３．近所の人   

４．子育て支援施設（児童館等）・NPO  ５．保健所・保健センター ６．保育士 

７．幼稚園教諭             ８．民生委員・児童委員  ９．かかりつけの医師 

10．自治体の子育て関連担当窓口     11．その他（               ） 
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母親についてお聞きします。 

問８ 現在の就労状況をお答えください。 

     

 

 で就労していて、 

 

 

 

 

 

 ※フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

 ※パート・アルバイト等：「フルタイム」以外の就労  （以下同様） 

 

問８で、「１．フルタイム」、「２．パート・アルバイト等」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問８-1 現在の平均的な就労状況を、お答えください。 

      なお、現在、産休等の方は、休業に入る前の状況をお書きください。 

１週間の就労日数 （    ）日 

１日の就労時間 
（    ）時 （    ）分 ～ （    ）時（    ）分 

※24 時間制でお答えください。（例：8 時 30 分～17 時 30 分） 

１日の残業時間 
（    ）時間（    ）分 

※平均的な時間でお答えください。また残業がない場合は、｢0｣をおかきください 

通勤時間（片道） （    ）時間（    ）分 

 「１．フルタイム」を選ばれた方は、【問９（４ページ）】へ、お進みください。 

 

問８で、「２．パート・アルバイト等」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問８-2 フルタイムへの転換希望は、ありますか。当てはまる番号１つに、〇をつけてください。 

 

 

  

 

 

 

 

問８で、「３．以前は就労していたが、現在は就労していない」、「４．これまで就労したことがない」

を、選ばれた方にお聞きします。 

 問８-3 就労したいという希望はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

⇒【問８-3】へ 

⇒【問８-1】へ 

お腹の赤ちゃんから見た母親・父親の就労状況について、お聞きします 

１．フルタイム 

２．パート・アルバイト等 

１．産休・育休・介護休業中ではない 

２．産休・育休・介護休業中である 

３．産休・育休を取得予定である 

３．以前は就労していたが、現在は就労していない 

４．これまで就労したことがない 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて、子育てや家事に専念したい 

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（      ）歳になったころに、就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    希望する就労形態   ア．フルタイム 

               イ．パート・アルバイト等 

                 →１週当たり （   ）日、１日当たり（   ）時間 

⇒【問 9】へ 
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父親についてお聞きします。 

問９ 現在の就労状況をお答えください。 

    ※母子家庭の場合は、【問１0（５ページ）】へ、進んでください。 

 

 

 で就労していて、 

 

 

 

 

 

 ※フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

 ※パート・アルバイト等：「フルタイム」以外の就労  （以下同様） 

 

問９で、「１．フルタイム」、「２．パート・アルバイト等」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問９-1 現在の平均的な就労状況を、お答えください。 

      なお、現在、産休等の方は、休業に入る前の状況をお書きください。 

１週間の就労日数 （    ）日 

１日の就労時間 
（    ）時 （    ）分 ～ （    ）時（    ）分 

※24 時間制でお答えください。（例：8 時 30 分～17 時 30 分） 

１日の残業時間 
（    ）時間（    ）分 

※平均的な時間でお答えください。また残業がない場合は、｢0｣をお書きください。 

通勤時間（片道） （    ）時間（    ）分 

 「１．フルタイム」を選ばれた方は、【問 10（５ページ）】へ、お進みください。 

 

問９で、「２．パート・アルバイト等」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問９-2 フルタイムへの転換希望は、ありますか。当てはまる番号１つに、〇をつけてください。 

 

 

  

 

 

 

 

問９で、「３．以前は就労していたが、現在は就労していない」、「４．これまで就労したことがない」

を、選ばれた方にお聞きします。 

 問９-3 就労したいという希望はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

⇒【問９-3】へ 

⇒【問９-1】へ 
１．フルタイム 

２．パート・アルバイト等 

１．育休・介護休業中ではない 

２．育休・介護休業中である 

３．育休を取得予定である 

３．以前は就労していたが、現在は就労していない 

４．これまで就労したことがない 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて、子育てや家事に専念したい ⇒【問 10】へ 

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（      ）歳になったころに、就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    希望する就労形態   ア．フルタイム 

               イ．パート・アルバイト等 

                 →１週当たり （   ）日、１日当たり（   ）時間 
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問 10 お腹の赤ちゃんが誕生後、平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える

事業をお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 で、「1．幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「2．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、か

つ 3～11にも○をつけた方にお聞きします。 

 問 10-１ 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育を併せて利用する場合を含む）の利用を強く希望します

か。当てはまる番号に○をつけてください。 

 

 

 

問 10で、いずれかに○をつけられた方にお聞きします。 

問 10-2 利用したい教育・保育の事業について、どのくらい利用したいですか。（一時的な利用は除

きます） 

１週当たり何日、１日当たり何時間  （何時から何時まで）かを、□内に具体的な数字

でご記入ください。 

時間は、必ず （例）０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。 

※保育・教育事業とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指しますが、親族・

知人による預かりは含みません。 

  (1) 平日  

 

 

(2) 土曜日 

 

 

 

 

 

(3) 日曜日・祝日 

 

 

 

 

 

問 10-3 選ばれた教育・保育の事業は、お腹の赤ちゃんが何歳になった頃利用したいですか。 

  

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 利用したい時間帯（    ）時 ～ （    ）時 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 利用したい時間帯（    ）時 ～ （    ）時 

１週当たり （   ）日 、 １日当たり （   ）時間 〔 （  ）時～（  ）時 〕 １週当たり （   ）日 、 １日当たり （   ）時間 〔 （  ）時～（  ）時 〕 

 （      ）歳  （       ）か月 

１．幼 稚 園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

３．認 可 保 育 所（国が定める最低基準に適合した施設で鹿児島市等の認可を受けた定員

20 人以上のもの） 

４．認 定 こ ど も 園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

５．小 規 模 な 保 育 施 設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員が 

概ね 6～19人のもの） 

６．家 庭 的 保 育（保育者の家庭等で 5人以下の子どもを保育する事業） 

７．事 業 所 内 保 育 施 設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．認 可 外 保 育 施 設 

９．居 宅 訪 問 型 保 育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

10．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

11．その他（                                    ） 

１．はい    ２．いいえ 
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１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（      ）歳になったころに、就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    希望する就労形態   ア．フルタイム 

               イ．パート・アルバイト等 

                 →１週当たり （   ）日、１日当たり（   ）時間 

 

 

 

母親についてお聞きします。 

問 8で、現在の就労状況が、「２．パート・アルバイト等」を、選ばれた方にお聞きします。 

問 11-1 幼児教育が無償化された場合、フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つ

に、○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

問 8で、現在の就労状況が、「３．以前は就労していたが、現在は就労していない」、「４．これまで就

労したことがない」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問 11-2 幼児教育が無償化された場合、就労したいという希望はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親についてお聞きします。 

※母子家庭の場合は、【問 13（8ページ）】へ、進んでください。 

問 9で、現在の就労状況が、「２．パート・アルバイト等」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問 12-1 幼児教育が無償化された場合、フルタイムへの転換希望は、ありますか。当てはまる番号

１つに、〇をつけてください。 

 

 

  

 

 

 

問 9で、現在の就労状況が、「３．以前は就労していたが、現在は就労していない」、「４．これまで就

労したことがない」を、選ばれた方にお聞きします。 

 問 12-2 幼児教育が無償化された場合、就労したいという希望はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児教育が無償化された場合の利用希望等についてお聞きします 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて、子育てや家事に専念したい 

⇒【問 12】へ 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて、子育てや家事に専念したい 

⇒【問 13】へ 

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（      ）歳になったころに、就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    希望する就労形態   ア．フルタイム 

               イ．パート・アルバイト等 

                 →１週当たり （   ）日、１日当たり（   ）時間 
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問 13 お腹の赤ちゃんが誕生後、平日の教育・保育の事業として、幼児教育が無償化された場合、「定

期的に」利用したいと考える事業をお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

     現在、国が示している無償化の内容については、次ページをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13-1 選ばれた教育・保育の事業は、お腹の赤ちゃんが何歳になった頃利用したいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．幼 稚 園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

３．認 可 保 育 所（国が定める最低基準に適合した施設で鹿児島市等の認可を受けた定員

20 人以上のもの） 

４．認 定 こ ど も 園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

５．小 規 模 な 保 育 施 設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員が概ね

6～19 人のもの） 

６．家 庭 的 保 育（保育者の家庭等で 5人以下の子どもを保育する事業） 

７．事 業 所 内 保 育 施 設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．認 可 外 保 育 施 設 

９．居 宅 訪 問 型 保 育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

 （      ）歳  （       ）か月 
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【出典：幼稚園、保育所、認定こども園以外の無償化措置の対象範囲等に関する検討会 報告書（平成 30 年 5 月）】 
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問 14 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関して、ご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございます。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 


